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美しい自然と山岳景観に恵まれた私たちの白馬村は、1956年（昭和31年）に神城村と北城村

の合併によって誕生し、2016年（平成28年）に合併60周年を迎えました。

これまで、豊かな自然を活用し、スキーや登山といった観光業と農業を中心に、国際的な山

岳リゾートとして発展してきた本村ですが、バブル崩壊後の「失われた20年」と呼ばれる長期

不況のあおりにより、基幹産業である観光業は大きな影響を受け、立ち直っていくための再構

築の段階にあります。そのために、他に主要な産業を持たない本村の経済環境を様々な施策を

実施して、再浮上の機運を醸成してきました。

また、昭和50年代から多くの移住者を受け入れ、増加を続けていた村の人口も、全国的に急

速に進む少子高齢化の影響により、2005年（平成17年）をピークに減少に転じ、2015年（平成

27年）の国勢調査結果によれば8,929人と9,000人を割り込み、これより約30年後には、昭和50

年代の水準に落ち込むと推計されています。

本村においても進む少子高齢化は、地域住民の連帯感を希薄なものにさせ、これまで地域の

活動の担い手であった行政区など、地域コミュニティの維持が困難になってきています。ま

た、地域コミュニティの崩壊は、地域経済の低迷と相まって、地域で「活動できる人材」の減

少を招いています。

そのような中、2014年（平成26年）11月22日に発生した「長野県神城断層地震」は、本村の

過去に例の無い多大な被害を与えました。しかしながら、多数の家屋が倒壊し、社会インフラ

が寸断されるような被害に遭ったにも関わらず、この震災による直接的な死者はなく、全国か

らは「白馬の奇跡」と呼ばれました。これは、地域住民が真に「共助」の精神によってお互い

に助け合った結果であり、住民同士の「絆」や地域コミュニティの重要さを再認識させるきっ

かけとなりました。

国は、地域の疲弊を打開する重要政策として「地方創生」を推進し、地方が活力を取り戻し、

人口減少に歯止めをかけ、地方からの日本再生を目指しています。地方の活力の源泉は、そこ

にいる住民であり、地域のコミュニティです。これからの10年は、いかに地域住民が幸せに充

実して地域で暮らせるか、そして地域のコミュニティをいかに再生していくかが重要な課題

となってきます。

今回の白馬村第５次総合計画では、第４次総合計画の基本理念である「住民と行政との協働」

を更に一歩進め、住民が主役となった地域づくりを目指します。そのために、画一的な取り組み

ではなく、地域の実情に合った取り組み（施策）を地域住民と一緒になって検討しました。

この総合計画を中心に、白馬村総合戦略など他の行政計画と連動しながら、地域住民一人ひ

とりが輝きながら活躍できるように施策を展開し、10年後においても本村に住民が誇りを

持って住み続けられる村づくりを目指せるようにします。

1．計画策定の意義
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第5次総合計画は、長期間を展望した白馬村の将来の姿を示す「基本構想」、取り組みの内容

を示した「基本計画」、これらを実現するための具体的な事業を示した「実施計画」、によって

構成されています。この計画を通じて村づくりを進めていくための基本的な考え方やお互い

の役割を共有します。

2．総合計画の構成

　　白馬村　第５次総合計画　　

基本構想

Ｈ28（2016）～Ｈ37（2025）

基本計画
前期：Ｈ28（2016）～Ｈ32（2020）

後期：Ｈ33（2021）～Ｈ37（2025）

実施計画

（３年間）

村づくりの理想像を実現するた

め、基本目標や事業を分野別に

整理して体系的に示したもの

「基本計画」に書かれていること

・基本計画の体系

・基本計画

村づくりの将来像と基本とな

る考え方を明らかにしたもの

「基本構想」に書かれていること

・白馬村の基本理念

・基本目標

・総合計画の計画期間

・総合計画の推進

毎年度向こう３か年を期間とするローリング方式

＋
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第５次総合計画は、公募等による住民と役場の職員で構成された話し合いの場（白馬村アイ

デアキャンプ等のワークショップ）で出された意見や提案が計画に反映されたものとなって

います。

提案された意見や提案は、計画策定委員会で第4次総合計画の基本構想部分の検証とあわせ

検討・調整され、村議会での議決を得ます。また、具体的な計画部分については、住民、行政、

村外の方々と一緒になって、ワークショップ形式で実施内容としてまとめました。

3．総合計画の策定の流れ

◆第５次総合計画の策定推進体制
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４．白馬村を取り巻く状況

第５次総合計画を策定するにあたって、白馬村を取り巻く状況を各種データに基づいて整理します。

①白馬村の人口推移と将来人口推計　　　　　　　　　　　　　　 

白馬村の人口は、全国的なスキーブームとも相まって昭和50年代から大きく増加し、2005年

（平成17年）の国勢調査でピークの9,500人に達しました。その後、全国的な景気低迷、少子

高齢化の影響から減少に転じ、2015年（平成27年）国勢調査では8,929人となりました。

国立社会保障・人口問題研究所の推計によれば、2040年（平成54年）には、昭和50年代と同

水準の人口規模まで落ち込むと予想されています。

◆人口の将来推移の推計

年 次
人　口

総　数 男 女

2020（H32） 8,738 4,228 4,510

2025（H37） 8,424 4,043 4,381

2030（H42） 8,071 3,830 4,241

2035（H47） 7,670 3,594 4,076

2040（H52） 7,226 3,348 3,878

単位：人

出典：国立社会保障・人口問題研究所

　　　「日本の地域別将来推計人口」より集計

◆人口と世帯数の推移

年　次 世帯数
人　口 一世帯当

人口数

人口密度

総　数 男 女 （１km当り）

1970（S45） 1,548 6,292 3,080 3,212 4.1 34

1975（S50） 1,687 6,495 3,193 3,302 3.9 35

1980（S55） 1,995 7,131 3,549 3,582 3.6 39

1985（S60） 2,300 7,919 3,892 4,027 3.4 43

1990（H 2） 2,544 8,356 4,146 4,210 3.3 46

1995（H 7） 2,964 8,906 4,449 4,457 3.0 48

2000（H12） 3,339 9,492 4,671 4,821 2.8 52

2005（H17） 3,542 9,500 4,687 4,813 2.7 50

2010（H22） 3,239 9,205 4,522 4,683 2.8 49

2015（H27） 3,477 8,929 4,427 4,502 2.6 47

単位：人

出典：国勢調査より集計

人口の推移と展望

２

（人）
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②高齢化率・若者比率・年齢区分別人口　　　　　　　　　　　　 

白馬村の高齢化率は全国平均と比べ比較的低位で推移してきましたが、人口の減少傾向と

相まって加速度的に上昇することが予想されます。特に、男性に比べて女性の高齢化率の上昇

が顕著になっていきます。

一方で、生産年齢人口は、現在の６割程度から30年後には５割を切ることが予想されます。

20～39歳の若者世代についても、30年後には現在の20％前半から15％強にまで落ち込むこと

が予想され、将来的に「消滅可能性都市」となる可能性が高いとされています。

◆高齢化率（65歳以上人口比率）

年次 1975 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040

総数 12.0 12.9 14.8 16.7 18.6 21.4 23.5 29.0 32.9 35.5 38.0 40.4 43.8 

男 11.2 10.3 11.9 13.8 15.8 18.7 21.2 27.0 31.1 33.5 35.3 36.9 39.2 

女 12.9 15.4 17.6 19.5 21.3 24.0 25.8 31.0 34.5 37.3 40.3 43.5 47.7 

単位：%

出典：国勢調査（S50～H22）、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（H27～）より集計

◆生産年齢人口比率（15～64歳人口比率）

年次 1975 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040

総数 66.9 66.8 63.8 63.0 62.6 63.0 61.7 60.0 57.2 55.5 53.7 51.7 48.3

男 67.0 65.9 65.4 65.5 65.2 64.2 64.1 61.3 58.2 56.7 55.6 54.4 52.0

女 67.0 68.1 67.8 68.5 67.3 66.7 65.8 58.7 56.2 54.3 52.0 49.3 45.2

単位：%

出典：国勢調査（S50～H22）、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（H27～）より集計

◆若者比率（20～39歳人口比率）

年次 1975 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040

総数 29.0 28.9 24.9 25.2 25.9 23.1 22.0 19.7 18.6 18.4 18.0 17.1 16.2 

男 30.6 30.3 25.6 26.0 26.1 23.6 22.7 20.5 20.0 20.2 19.7 19.4 18.6 

女 27.5 27.6 24.1 24.4 25.7 22.6 21.4 18.8 17.4 16.8 16.5 15.2 14.2 

単位：%

出典：国勢調査（S50～H22）、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（H27～）より集計

年齢階層別人口比率の推移（％）
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③人口の自然増減・社会増減の推移　　　　　　　　　　　　　　 

白馬村の人口の自然増減を過去10年間で比較すると、2005年（平成17年）から死亡数が出生

数を上回り、減少が続いています。この傾向は、ますます増加していくことが予想されますが、

出生数の中には、外国人転入者の子どもの割合が増加していくことを想定しておく必要があ

ります。

一方で、移住などによる社会増減については、景気低迷などの影響から、2012年度（平成24

年度）まで転出が転入を上回る減少傾向となっていましたが、外国人観光客誘致などの進展に

より、外国人転入者が大幅に増加したことから、ここ数年は増加に転じています。ただ、景気

の動向に左右されやすい職業の生産年齢人口層は、今後の日本の経済状況によって変動して

しまう部分も考慮しておく必要があります。

◆人口の自然増減・社会増減の推移

年　次
自然増減 社会増減

出生 死亡 増減 転入 転出 増減

2004（H16） 98 78 20 483 522 △39

2005（H17） 84 97 △13 440 504 △64

2006（H18） 75 98 △23 438 515 △77

2007（H19） 81 107 △26 446 469 △23

2008（H20） 76 99 △23 388 423 △35

2009（H21） 78 94 △16 401 431 △30

2010（H22） 68 102 △34 360 403 △43

2011（H23） 77 92 △15 343 421 △78

2012（H24） 47 70 △23 314 373 △59

2013（H25） 63 94 △31 625 514 111

2014（H26） 60 113 △53 735 606 129

単位：人

出典：人口動態より集計

自然増減の推移 社会増減の推移（人） （人）
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④合計特殊出生率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

1900年代後半には全国平均、

長野県平均を上回っていました

が、2000年代に入り急激に率が

低下し、長野県平均を下回り、全

国平均とほぼ同等となってきて

います。

⑤外国人登録者数の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

外国人観光客が増加し、それに伴っ

て主に観光業に携わる外国人の転入

が増加しています。特に平成20年度頃

から大幅な増加となっています。しか

し、その構成は、冬期（12月～３月）

に一時滞在する者が多く、通年で定住

している外国人数は概ね200人弱で推

移しています。

合計特殊出生率の推移

◆合計特殊出生率の推移

年　次 白馬村
【参考】

長野県平均

【参考】

全国平均

1983-1987 1.88 1.84 1.73

1988-1922 1.85 1.72 1.53

1993-1997 1.80 1.65 1.44

1998-2002 1.50 1.57 1.36

2003-2007 1.46 1.50 1.31

2008-2012 1.39 1.53 1.38

出典：厚生労働省人口動態調査より集計

◆外国人登録者数の推移（9月1日現在）

年　次
外国人登録者数

男 女 合計

2005（H17） 38 80 118

2006（H18） 46 61 107

2007（H19） 51 62 113

2008（H20） 67 67 134

2009（H21） 97 86 183

2010（H22） 107 92 199

2011（H23） 126 94 220

2012（H24） 106 74 180

2013（H25） 111 76 187

2014（H26） 99 75 174

出典：住民課より集計（2004年度から2011年度は外国人登録法、

　　　2012年度以降は住民基本台帳法による登録者数）

単位：人
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⑥産業別就業人口の推移                                       

昭和50年代は、第一次産業従事者と第三次産業従事者がほぼ同数でしたが、スキーブームの

到来とともに観光業を中心に第三次産業従事者が急激に増加し、全体の70％以上を占めるよ

うになりました。

一方で、農業を中心とした第一次産業は、後継者不足などから就業者数が減少し、就業率は

10％を切る状況が続いています。

第二次産業については、長野オリンピック冬季競技大会が開催された1998年（平成10年）前

後に就業者数が増加しましたが、その後現在まで緩やかに減少に転じています。

◆産業別就業人口の推移

年　次 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010

総　数 3,874 4,059 4,619 4,783 5,267 5,400 5,280 4,854

第一次産業
人数 1,595 849 786 586 454 416 484 311

％ 41.2 20.9 17.0 12.3 8.6 7.7 9.2 6.4

第二次産業
人数 658 837 860 896 1,001 1,041 814 724

％ 17.0 20.6 18.6 18.7 19.0 19.3 15.4 14.9

第三次産業
人数 1,618 2,373 2,966 3,273 3,805 3,940 3,979 3,810

％ 41.8 58.5 64.2 68.4 72.2 73.0 75.4 78.5

分類不能 人数 3 0 7 28 7 3 3 9

出典：国勢調査より集計

産業別人口割合の推移
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⑦観光客入込数の推移                                         

白馬村への観光客の入込数については、1992年度（平成4年度）の387万人をピークに減少傾

向に転じ、2014年度（平成26年度）はピーク時の６割弱となる224万人にまで落ち込んでいま

す。特に、本村の観光の中心であったスキーと登山を目的とした観光客数が、ピーク時の２分

の１未満にまで落ち込んだことが大きい理由となっています。

一方で外国人観光客の誘致は順調に進み、2014年度（平成26年度）には外国人宿泊客数が８

万人に迫るまでに急速に伸びています。

◆目的別観光客入込数の推移

年　次 1989（H 1） 1990（H 2） 1991（H 3） 1992（H 4） 1993（H 5） 1994（H 6） 1995（H 7） 1996（H 8） 1997（H 9）

登　山 78,000 86,000 87,000 81,600 66,400 71,700 51,900 73,500 76,400 

スキー 2,729,000 2,542,200 2,798,000 2,784,500 2,705,400 2,609,200 2,482,600 2,386,700 1,842,900 

その他平地観光 923,300 955,500 945,900 1,005,300 929,300 1,188,600 1,119,000 1,276,300 1,613,900 

合　計 3,730,300 3,583,700 3,830,900 3,871,400 3,701,100 3,869,500 3,653,500 3,736,500 3,533,200 

うち外国人宿泊者

年　次 1998（H10） 1999（H11） 2000（H12） 2001（H13） 2002（H14） 2003（H15） 2004（H16） 2005（H17） 2006（H18）

登　山 68,200 74,400 91,300 94,000 78,600 69,800 63,800 54,700 42,400 

スキー 1,616,200 1,784,027 1,815,179 1,576,534 1,695,039 1,463,989 1,256,351 1,326,881 1,204,604 

その他平地観光 1,551,900 1,562,473 1,351,921 1,365,166 1,306,961 1,238,411 1,410,649 1,380,919 1,379,096 

合　計 3,236,300 3,420,900 3,258,400 3,035,700 3,080,600 2,772,200 2,730,800 2,762,500 2,626,100 

うち外国人宿泊者 　 　 　 　 2,930 9,391 10,156 32,482 33,492 

年　次 2007（H19） 2008（H20） 2009（H21） 2010（H22） 2011（H23） 2012（H24） 2013（H25） 2014（H26）

登　山 42,300 37,700 33,500 33,700 34,300 41,300 40,000 35,100 

スキー 1,100,702 1,175,966 997,135 953,274 941,039 979,073 1,029,849 1,005,196 

その他平地観光 1,362,598 1,323,334 1,225,665 1,179,526 1,300,961 1,378,227 1,365,681 1,205,304 

合　計 2,505,600 2,537,000 2,256,300 2,166,500 2,276,300 2,398,600 2,435,530 2,245,600 

うち外国人宿泊者 40,967 49,664 42,695 43,510 56,024 44,819 60,556 77,724 

出典：観光課より集計

単位：人

目的別観光客数の推計
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⑧要介護認定者数の推移                                       

白馬村においても高齢化は進展し、要介護状態にある高齢者の数も10年前より約25％増加

しています。今後、本村の高齢者層の急速な増加に伴い、要介護認定者数は急増することが予

想され、対応する社会資源の整備が急務です。

◆要介護認定者数の推移

年　次 要支援 1 要支援 2 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 合　計

2005(H17) 71 120 44 32 36 32 335

2006(H18) 67 33 70 38 37 40 35 320

2007(H19) 42 47 59 41 41 35 41 306

2008(H20) 45 44 58 51 43 43 38 322

2009(H21) 41 27 63 50 41 49 42 313

2010(H22) 40 34 59 57 47 43 48 328

2011(H23) 40 33 63 62 49 36 48 331

2012(H24) 35 38 79 68 49 44 55 368

2013(H25) 43 41 76 77 38 46 57 378

2014(H26) 58 37 75 70 42 61 72 415

2015(H27) 78 43 91 67 53 44 45 421

出典：北アルプス広域連合より集計

単位：人

要介護認定者の推移
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⑨障がい者の推移                                             

白馬村では、高齢化の進展に伴い、身体に障がいを持つ住民が増加しています。また、厳し

さを増す社会環境の影響から精神障がい者も増えています。今後もさらに、障がい者が地域で

安心して暮らすための社会資源や支援体制の整備が必要です。

⑩財政健全化判断比率                                         

長野オリンピック冬季競技大会時の借入金の返済が、長く白馬村の財政を苦しめてきまし

たが、平成20年代に多くの借入金の返済が終了し、全体に公債費比率は下がってきています。

しかしながら、なかなか上向かない村内の景気のため、税収は思うように伸びず、また、300

年に一度と言われる神城断層地震の復興にかかる経費負担もあり、今後も厳しい財政運営が

予想されます。

◆財政健全化判断比率

年次
2007
(H19)

2008
(H20)

2009
(H21)

2010
(H22)

2011
(H23)

2012
(H24)

2013
(H25)

2014
(H26)

早期健全化
基準

実質赤字
比率

－ － － － － － － － 15

連結赤字
比率

－ － － － － － － － 20

実質公債費
比率

21.6 21.8 21.3 19.2 16.7 14.4 13.2 11.8 25

将来負担
比率

159.1 82.7 107.1 64.4 37.2 21.9 17.2 22.9 350

出典：総務課より集計

◆障がい者手帳所持者の推移

年　次　
2006
(H18)

2007
(H19)

2008
(H20)

2009
(H21)

2010
(H22)

2011
(H23)

2012
(H24)

2013
(H25)

2014
(H26)

2015
(H27)

身体障がい 294 300 313 316 321 336 346 350 350 384

知的障がい 41 49 51 54 52 51 52 52 49 47

精神障がい 25 34 39 39 42 41 47 53 61 58

出典：健康福祉課より集計

単位：人
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①　白馬村の基本理念　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

白馬村は、雄大な北アルプス白馬連峰の麓にあり、豊かな山岳自然環境、里山環境をはじめ

姫川源流など豊かで美しい自然と景観に恵まれています。これからも本村の豊かな地域資源

を活用して、暮らしやすい村を築いていく必要があります。そのためには、これらの資源を大

切に守り、積極的に活かし、その価値を高めていくことが求められます。

本村の大きな方向性を整理したものが、新たに策定する第5次総合計画です。本村の総合計

画は、1976年（昭和51年）に第１次計画が策定されました。その後、10年間を計画期間として

計画を見直してきています。2015年度（平成27年度）末で第４次計画の計画期間が終了するの

を機に策定される本計画は、次の10年間（2016年度<平成28年度>～2025年度<平成37年度>）の

村づくりの大きな指針となる計画です。

1998年（平成10年）の長野オリンピック冬季競技大会以降、日本の社会環境は大きく変貌を

遂げました。これまでの産業構造の転換から日本人の暮らし方も、より効率的な形が求められ

るようになりました。また、さらなるグローバル化を背景に、政府の外国人観光客の積極的誘

致によって、日本への観光客数が増加しています。そんな中、本村の観光産業はオリンピック

時の先行集中投資とスキー人口の減少もあって、ここ10数年は、村内の資源・魅力を再整理す

る時期となっていました。

このように本村を取り巻く状況は、外部環境によって大きく変化してきました。これからも

村内外の環境変化に対応していくためには、10年先、20年先の本村の理想の姿を住民自らが想

１．基本理念と基本目標

白馬の豊かさとは何か

―多様であることから交流し学びあい成長する村―

白馬村には、世界中の人を惹きつける多様な価値を持つ自然環境があります。その

土地の暮らしに根付いた多様な歴史や文化も各地区に残っています。そして、移住者

や来訪者も含めた白馬を愛する多様な立場の人たちがいます。社会変化の影響を受

けやすく、これまでも多くの変化に対応してきた白馬村だからこそ、村内外からの

「多様性」から「学びあう」ことを意識し、様々な分野で「白馬の豊かさ」を発見し

ながら成長していく必要があります。これからの10年間、白馬に集うみなさんが「白

馬の豊かさとは何か」を問いつづけることによって、激しい社会変化にもお互いに知

恵を出し合い、手を携えながら乗り越える、そして、一人ひとりが「豊かさ」を感じ

ながら成長することができる白馬村を目指していきます。
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い描くことが必要です。そして、これまでのように、住民一人ひとりが主体的に行動するだけ

でなく、変化に対応するために多様な人々と交流し、学び続ける姿勢が求められます。具体的

には、村外から本村へ移住してきた人たちとより積極的に交流することで、知識・経験などを

吸収し、より社会環境の変化に対応できる住民になっていくことです。また、新旧住民や、村

に訪れる観光客がお互い知り合うことで、これから起こりうる新しい課題の解決策を一緒に

導き出せる関係性を構築していくことが必要です。そのように対応していくことで、これから

の本村で予想されている人口減少と高齢化社会において、外国人を含め子どもから高齢者ま

でが、住み慣れた地域で安心して暮らせる教育、福祉、医療など社会基盤の構築を推進していき

ます。そこに暮らす者同士が認め合い、お互いが支えあう関係をつくっていくことが重要です。

このように住民が一緒になって、より良い豊かな暮らしを実現していくために、共通のテー

マとして掲げたのが「白馬の豊かさとは何か」です。本村は、これまでも様々な人たちが国内

外から流入してきた歴史があります。その変遷の中で、「神城断層地震」でも発揮された地域

コミュニティの「共助」の精神による豊かな暮らし、雄大な自然環境・資源を活かした観光・

農業、各集落に受け継がれている祭りや日本登山の先駆けとなった民宿などの伝統文化が形

成され、世界的にもまれにみる山岳景観を有しています。これらの白馬にある有形無形の資源

を、今後の10年を考えるタイミングで、もう一度「白馬村の豊かさを」というテーマで問い直

す必要があると考えました。そして、今後も変わりゆく時代背景の中で、繰り返し問い続けな

ければならないと捉え、この理念を設定しました。

テーマを補完する方針として「多様であることから交流し学びあい成長する村」を加えまし

た。多様な価値観、背景を持っている住民がお互いを理解し、課題に対して一緒に向き合う。

そして、学びあい成長しながら暮らしていくという考え方を示しています。本村は、これまで

も外部環境によって、産業、暮らし方を変えることを余儀なくされてきました。過去の知見を

活かし、住民同士がより密接にコミュニケーションをとれる関係性を構築するとともに、その

時々の本村の豊かさを一緒に考えていくことで、村全体に一体感を醸成していきたいという

想いをこの方針に含めています。

世界情勢が大きく変わりつつある状況にあっても、村を支える次の世代の育成も重要なこ

ととして取り組んでいかなければなりません。本村で育った子どもたちが帰ってきたい、村で

暮らしたいと思える産業体制の発展と教育体制を住民一人ひとりが構築することも必要で

す。これからも、観光地・白馬村に暮らすことへの理解や故郷への愛着を醸成していきます。

そして今後、本村が将来も存続するために、第４次総合計画で掲げた「むらごと自然公園」

の理念を踏襲します。本村に住む人、本村に訪れる人が共に、この素晴らしい自然環境やお互

いの文化・価値観を守り、尊重し、他に類を見ない村をつくり上げていきます。そうすること

で、10年後に住民、観光客など白馬に集う全ての人が「住んで良かった」「生まれて良かった」

「来て良かった」と思える白馬村の新しい暮らし方を育んでいくことを目指します。
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②基本目標　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

白馬村の基本理念『白馬の豊かさとは何か　―多様であることから交流し学びあい成長す

る村―』を実現させるための基本目標は以下の４つです。

暮らし

『安心してみんなが暮せる村』

住んでいる全ての人が助け合いながら、安心して心豊

かに暮らせる村を目指します。

産　業

『新しい仕事をつくりだす村』

村の豊かな自然環境を有効に活用しながら、環境の変化

に対応できる仕事をつくりだせる村を目指します。

ひ　と

『一人ひとりが成長し活躍できる村』

ひとの出入りが流動的でも、お互い知り合う努力をして、

学びあい成長し活躍できる村を目指します。

自　然

『魅力ある自然を守る村』

世界的に有数な自然環境を後世にも引き継げるよう

に、大切に維持できる村を目指します。

視　点 ４つの基本目標
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③基本目標の4本柱　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 

■安心してみんなが暮らせる村

＜現状と課題＞

白馬村でも少子高齢化の進展、地域のつながりの希薄化により、地域コミュニティでの活動

が困難になってきています。特に、地域における外国人居住者などが増加していることから、

外国人を含む移住者との地域での新しい共生のあり方について再構築する必要性が出てきて

います。そのような中、2014年度（平成26年度）に発生した「長野県神城断層地震」では、地

域住民が支えあう仕組みの重要性が再認識されました。さらに、大雨、大雪など異常気象を起

因とする災害や地震災害は近年、本村でも発生していることから、防災対策を含めた道路・河

川・橋梁等の社会インフラの整備と、防災活動の最前線に立つ消防団員の確保も同時に進めて

いくことが求められています。

一方で、大北圏域内の市町村、福祉施設、医療機関、地域、住民と連携しながら、村内の医

療体制の充実と、高齢者や障がい者を支援する仕組みづくりを整えていく必要があります。特

に今後、高齢者人口のさらなる増加が予測されることから、関係機関がそれぞれの役割を担い

ながら、地域住民の自助、互助の連携のもと、高齢者・障がい者支援を推進していくことが重

要です。

そして、行政としても財源や人的資源に限りがある中で、多様化する行政課題や住民ニーズ

に的確に対応していくために、行政改革をさらに進め、自立的な行政運営を確立する必要があ

ります。そのためには、健全財政を維持し、重点的に取り組む分野には戦略的に必要な行政

サービスを提供していくことが求められています。同時に、サービスの目的や成果を明確にす

るために、評価する仕組みを構築し、実際に運用していくことが大変重要です。

＜暮らしの目標＞

本村は、時代に則した新たなコミュニティのあり方を地域の皆さんと共に考えます。そし

て、外国人を含めた移住者と在来の住民との共生や、介護の必要な方、障がいのある方も共に

関わりをもって暮らせる地域づくりを目指します。

そして、長野県神城断層地震から得た教訓から防災対策を強化し、社会インフラ等の積極的

な整備を進め、住民が安心して暮らせる安全な村を創ります。
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■新しい仕事をつくりだす村

＜現状と課題＞

白馬村においては、豊かな自然環境や山岳景観から、冬期のスキーを中心とした観光関連の第三

次産業を従来から発展させてきました。特に、観光関連産業については、長野オリンピック冬季競

技大会以降からの景気低迷やレジャーの多様化、少子高齢化の影響により国内観光客数が大きく減

少してきました。しかし、国の施策でもある外国人観光客の誘致事業の進展から国外から本村は大

きく注目され、外国からの観光客数が増加している状況にあります。このように激しい社会環境の

変化の中にあって、その変化に対応できている事業者は決して多いとは言えず、小規模家族経営の

民宿・ペンションなどは、後継者不足などから廃業するところが増加し、本村の産業の衰退につな

がっています。また、将来にわたって住民が安心して暮らすためには、年間を通じて安定した雇用

があることが条件となっており、特に、若者の雇用が喫緊の課題として挙がっています。

一方で、もう一つの基幹産業である農業についても高齢化・後継者不足が深刻であり、小規模兼

業農家の離農者が増えています。その受け皿として農業法人などの認定農業者への農地集積が進ん

でいますが、その許容量も上限になりつつあります。新たな担い手の確保や、生産効率の高い農地

の確保、小規模兼業農家への継続した支援、遊休農地を村内外の利用希望者に紹介するなど、農地

の活用を目的とした新たな取り組みが必要となっています。また、久しく特産品開発の必要性が言

われており、近年新たな特産品を開発、生産する団体が誕生しています。まだ雇用の創出に直結す

る規模にはなっていませんが、有望な特産農産物として期待されており、今後の生産拡大や販路開

拓、観光産業との連携を支援していきます。

このように、本村の基幹産業である観光、農業ともに厳しい経済環境ですが、ここ数年増加して

いる外国人観光客の旺盛な消費の取り込みなど、社会・経済環境の変化に柔軟に対応していくこと

が重要です。ただ、これからも変わっていく観光客の価値観、滞在スタイルに対応した食事、交通、

宿泊滞在環境の整備、サービスの拡充が求められています。また、年間を通して観光来客者数の平

準化・分散化を図るために、観光と農業が一体となった農業体験や、スポーツ体験と連動したグリー

ンシーズンの観光プログラムを企画し、その情報発信を積極的に行っていくことが求められます。

そのために、これらの本村を担う次世代の人材を育成し、産業の新陳代謝による地域経済の活性

化を図ります。具体的には、本村で新たな創業または就業を希望する村内外の希望者に必要な知識

や情報、手法などを習得する機会を提供していきます。このような施策によりビジネス環境を整備

し、本村で生まれた子どもたちが村内で仕事に就けるような、また、村に魅力を感じ、移住してき

た人たちが安心して定住できるような仕組みを整えることが必要です。

＜産業の目標＞

本村は、基幹産業である観光業と農業を中心に、あらゆる施策を展開し、地域産業の活性化

と新しい就労環境の整備に努め、年間を通じて安定した雇用を創出し、住民が永続的に定住で

きる村を目指します。

また、本村の産業を担う新たな人材の育成を支援するとともに、安心して新たな創業、就業

ができる環境を整えます。
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■一人ひとりが成長し活躍できる村

＜現状と課題＞

白馬村においても長引く景気低迷の影響などから、観光関連産業を中心として安定した雇

用の場が不足し、若者世代の定住につながらないことが少子化の進行に大きく影響していま

す。本村の合計特殊出生率は1.39人で、長野県の平均を下回る状況となっています。また、社

会の価値観や生活意識の多様化、地域のつながりの希薄化が進んでいます。家庭や地域におけ

る世帯構成や生活環境も大きく変化し、共働き家庭やひとり親家庭など子育て環境も多様化

しています。

このような状況下で、本村の人口を維持していくためには、若者が本村で安心して子どもを

産み、育てることができる環境を整備し、少子化の流れを食い止めることが重要となってきま

す。そして、若い世代の結婚から出産、子育てまでの一連の流れを、切れ目なく行政や地域社

会全体で支援し、本村の将来を担う子どもの成長を見守っていく体制・サービスの構築が求め

られています。

一方で、本村で生まれ育った若者に村の魅力を伝え、本村の将来を背負って立つ人材を早く

から育成していく必要があります。その一つの施策として、全国からの生徒募集を開始した白

馬高校への支援があります。村外からも若者を呼び込む取り組みも実施していくことにより、

将来のＵターン・Ｉターンにつなげていくことが可能になると考えています。また、若い世代

には国際感覚を養う教育体制・プログラムや、スポーツ教育機会を拡充し、世界の様々な分野

で活躍できる人材の育成を目指します。

同時に、村の魅力を伝えるためには、住民自身が白馬の歴史文化を継続的に学んでいく必要

があります。稲作・養蚕・麻などの農文化、登山者やスキーヤーを受け入れた民宿・観光業の

歴史などを、地域全体で学び、次世代に受け継いでいかなければなりません。

また、本村が活力ある村を実現するためには、地域住民の活力が必要です。多様な人材が地

域で精力的に活動しており、その個人の力を結びつけることによって、村を動かす力に発展さ

せていきます。特に、地域における女性の活躍が重要です。本村では、婦人会など従来からの

女性組織の維持が困難になってきていますが、現状の女性の人口や属性に則した体制の再構

築が、地域の活性化にとっても必要になってきています。

＜ひとの目標＞

本村は、結婚から出産、子育てに至る切れ目ない支援を強化し、少子化対策を推進していき

ます。そして、村の伝統文化を継承し、本村の文化の素晴らしさを地域全体で学ぶための取り

組みや、地域全体で将来を担う若者を育成する地域づくりを進めていきます。

また、本村において活躍している人の力を結集し、これからの本村の発展につなげる仕組み

を作り上げていきます。
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■魅力ある自然を守る村

＜現状と課題＞

白馬村の美しい自然・山岳を中心とした景観はかけがえのない財産であり、将来に引き継い

でいかなければなりません。ただ、安定した生活の維持や観光産業を中心とした経済発展のた

めには、自然の開発や活用も必要となり、いかに自然や景観保全と調和した開発を行うかが課

題となってきます。近年では、様々な資本の流入による開発の動きが活発化しており、より現

状に則した開発のルール作りが早急に求められています。白馬連峰をはじめとする自然資源

はスポーツ体験・活動のフィールドとして活用されていますが、同時に、本村の各集落に残っ

ている歴史文化や、これまで連綿と受け継がれてきた田園風景や里山についても村の貴重な

資源となっているので、両者のバランスをとりながら保全していく必要があります。

そして、自然景観の保全・維持の観点でもう一つ考慮しなければならないのが、ごみの処理、

汚水の処理など環境汚染対策です。ごみ処理については、大町市に建設予定の新たなごみ焼却

場が稼働する計画で準備が進められていますが、一層のごみ減量化と資源化を進めていくこ

とが必要となっていきます。また、ごみの収集体制も早急に整備・効率化していくことも喫緊

の課題となっています。汚水の処理については、下水道施設の老朽化が進み、耐震化などの防

災対策・整備や人口減少に伴う料金収入の減少傾向が見受けられるので、上水道事業とあわせ

て将来にわたって安定的な運営を継続していくために経営基盤の再整理や健全化が求められ

ています。

＜自然の目標＞

本村は、環境と調和した開発のルールづくりと、環境の整備によって、この恵まれた自然、

景観、伝統文化を保全し、将来世代に引き継いでいきます。

また、ごみ処理、汚水処理事業の安定した運用を目指し、環境汚染防止に積極的に努めます。
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第5次総合計画の基本構想は、2016年度（平成28年度)を初年度として、2025年度（平成37年

度)を目標年次とする10年計画とします。

また、基本計画は、前期５年間・後期５年間とし、前期の成果を検証しながら後期計画につ

なげていきます。また、社会情勢の急激な変化により変更が必要となった場合は、随時計画を

見直します。

2．総合計画の計画期間

開かれた村政と住民参画の推進を村政運営の基本とします。計画期間中は、事業の達成度や

時代潮流の変化を確認するために、計画が進捗しているかの検証を行うための組織の設置、

コーディネーター役の配置、PDCAサイクル仕組みの構築などを行い、随時点検と見直しを行

います。

※「PDCAサイクル」とは

事業の管理業務を円滑に進める手法の一つ。Plan（計画）→ Do（実行）→ Check（評価）→ Act（改善）の

４段階を繰り返すことによって、業務を継続的に改善する仕組みを言います。

3．総合計画の推進

～ＰＤＣＡサイクルの概念図～

平成28年度

（2016年度）

平成37年度

（2025年度）

基本構想

10年間

前期基本計画

５年間

後期基本計画

５年間

計画 (Plan)

改善策を具体化して

次の計画を策定

執行 (Do)

計画に沿って事業を

執行

改善 (Action)

課題を踏まえて見直し

今後の展開方向を確定

評価 (Check)

執行結果を評価し

課題を検証
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基 本 計 画

第3章
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体系図

暮らし

安心してみん

なが暮らせる

村

多様性を尊重し、住民が主体的に

協働・共生する村づくり

住民参画と協働 25

開かれた行政運営 26

多様な人々の交流・共生 26

安心・安全の生活を支える村づくり
防災・減災の強化 28

日常の住みよさの確保 30

支え合う福祉と健康の村づくり

子育て支援 32

障がい者支援 35

高齢者福祉 37

健康づくりと地域医療の充実 38

自立的・効率的で健全な行財政の

村づくり

情報通信技術の活用 40

行財政改革の推進 41

産　業

新しい仕事を

つくりだす村

「世界水準」を意識した観光の村づくり 競争力と持続可能性を高める観光地経営 43

農地と森を守り地産を活かす村づくり

優良農地の保全 46

農産物のブランド化と特産品の生産・販売の推進 49

森林の整備と活用 50

商工業の振興により雇用を生みだす村づくり 商工振興・創業支援 51

民間活力を活かす村づくり 産官学金労言連携 52

ひ　と

一人ひとりが

成長し活躍で

きる村

学びあい育てあう村づくり
次代を担う子どもたちの学習支援 53

生涯学習と青少年育成 54

生涯にわたりスポーツに親しむ村づくり スポーツによる健康づくりと活力の創造 56

一人ひとりに活躍の場がある村づくり
人のつながりによる活力の創出 58

男女共同参画社会の推進 59

自　然

魅力ある自然

を守る村

かけがえのない山岳自然環境を

守る村づくり

天恵の自然との共生 60

自然エネルギーの利活用 61

自然との生き方を受け継ぐ村づくり 守るべきふるさとの歴史と文化の継承 61

美しい景観を守り育む村づくり 自然環境に調和したまちづくりの推進 62

きれいな水と空気に囲まれる村づくり
ごみ処理広域化への対応とごみ減量化 64

きれいで安心・安全な水環境の保全 65

基本目標 大　分　類 中　分　類 頁
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暮らし　安心してみんなが暮らせる村

多様性を尊重し、住民が主体的に協働・共生する村づくり

住民参画と協働

少子高齢・人口減少社会においては、地域に暮らす人々が地域の中で主体的に村づくりに参

画していくことが重要となります。行政運営への理解と参加を促すため、様々な媒体を活用し

て行政情報を住民に提供するとともに、住民生活や各地域の課題に関する意見交換の場を設

けながら、住民、企業、NPO法人、ボランティア団体等が行うまちづくり活動に対して積極

的に情報提供や支援を行い、活動しやすい環境づくりを目指します。

行政区の主体的な取り組みの支援

本村では、古くから行政区を中心としたコミュニティを形成し、各行政区で伝統行事や

各種作業、施設の維持管理など相互扶助による住民自治が行われ、信頼と協力関係を築い

てきました。しかしながら、少子高齢化や人口減少、住民の多様化、「個」を尊重する社

会的変化により、行政区の加入率は低下しています。これからの行政区の意義やあり方を

再定義し、地区担当職員制度を活用して各行政区の運営や事業を支援することで、行政と

住民が協働する村づくりを推進します。（総務課）

行政区の継続的な活動の支援

小規模行政区に集落支援員を配置し、農業・移動・除雪・祭り・若者定住など様々な活

動を支援することで、コミュニティの維持・活性化を図ります。（総務課・農政課・健康

福祉課）

住民活動・NPO等の支援

住民や白馬ファンの村づくり活動やNPO等の組織を積極的に支援するとともに、村づく

り活動人口を増やし、多様な人が交流・参加する活力ある村づくりを推進します。（総務課）

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

行政区加入率※ 52％ 80％

地域づくり事業補助金 全地区 全地区

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

集落支援員数 0人 2人

※広報の配布数を住民基本台帳上の世帯数で除しているので、実際の加入率とは異なります。
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開かれた行政運営

住民の村づくりに対する関心を高め、住民と行政が同じ目線で問題意識や当事者意識を

持って意見交換や活動ができるよう、行政情報を積極的に公開します。

行政情報の発信

広報紙、Webサイト、SNS、ケーブルテレビなど様々な媒体を活用して、村政情報を村内

外にわかりやすく発信することで、住民に身近で親しみのある行政を目指します。（総務課）

意見交換の場づくり

地区役員懇談会や各種団体との懇談会など、既に実施している機会に加え、住民や村外

の白馬ファンも含めて提案・提言しやすい仕組みについて、インターネットの活用も含め

て研究します。（総務課）

多様な人々の交流・共生

本村は、自然環境に魅了された国内外からの移住者が多く居住しています。文化や国籍の違

いを尊重し合い、誰もが地域社会の一員として活躍できる環境を整備するとともに、多様であ

るからこそ実現できる国際的な村づくりを進めます。

移住・定住の促進

少子高齢化と人口減少による地域の衰退を防ぐため、積極的に移住者を受け入れ、住民

との交流やつながりを深めたり、移住者の経験や技術を活用したりすることで地域の活

力を維持します。また、地域おこし協力隊の制度を積極的に活用し、まちづくりに必要と

なる実行者を外部から積極的に呼び込みます。（総務課）

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

白馬村行政ホームページ

月間ページビュー数
60,000PV 70,000PV

行政Facebook

「いいね！」数
－ 1,000いいね！

ケーブルテレビ白馬加入件数 1,906件 2,100件
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多文化共生

増加する定住外国人と共生・共創するため、外国人住民との意見交換会を定期的に開催

し、生活上の課題解決を図るとともに、定住外国人の地域参加・相互理解を促します。住

民向けの情報提供に関して、英訳する媒体を増やすとともに、英語以外の言語への翻訳に

ついても研究を進めることで、教育や福祉等の行政サービスが行き届くよう体制を整え

ます。（総務課）

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

人口 9,120人
9,000人（推計値＋262人）

＜白馬村総合戦略と同数＞

人口の社会増数
（転入者－転出者）

111人 111人

地域おこし協力隊員数 3人 10人

移住定住イベント

出展・開催回数
0回／年 2回／年

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

外国人住民との

意見交換会開催回数
1回／年 2回／年

社会動態・自然動態・人口増減の推移（人）
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村外の白馬ファンの活用

村外に居住している白馬村出身者や縁故者、定期的に白馬を訪れる人や二地域居住者

など、本村に想い入れのある人々を「ふるさと白馬応援し隊」の隊員として委嘱し、まち

づくり活動や白馬村のPR活動を支援します。また、ふるさと白馬村を応援する寄附（個

人・法人）により、重点事業の財源を確保するとともに、村の事業や特産品を広く伝える

ことで、白馬ファンの拡大にも努めます。（総務課）

防災・減災の強化

平成26年の長野県神城断層地震、平成7年の豪雨災害、昭和56年・平成18年の豪雪など、こ

れまでに複数の災害に襲われている本村においては、位置・地勢・気候等を踏まえたうえで、

多様な災害に備えることが求められています。特に長野県神城断層地震では、多くの家屋が倒

壊する被害があったものの、住民の助け合いや消防団の活動により死者を出さなかったこと

が大きく取り上げられました。日常的な付き合いから生まれるコミュニティの強さは、震災の

みならず風水害や土砂災害など災害の種類にかかわらず減災の効果が期待されています。過

去の災害の記憶を風化させず、消防団や自主防災組織の活動を支援することで、地域防災力の

維持・強化を図ります。

地域支え合い支援

白馬村避難支援プランに基づく「災害時住民支え合いマップ」は、平成26年の長野県神

城断層地震においても住民の共助を支えるツールとなりました。今後も各行政区の作成・

更新を支援するとともに、地区サロン等の地域活動を推進し、有事の際に発揮される地域

力を育みます。また、災害時に速やかな初期活動にあたれるよう、関係団体等との体制づ

くりを進めます。（健康福祉課・総務課）

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

ふるさと白馬応援し隊

隊員数
50名 70名

ふるさと白馬応援し隊

隊員主催イベント開催回数
－ 1回／年

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

災害時住民支え合い

マップ作成地区
17地区 30地区（全地区）

安心・安全の生活を支える村づくり
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防災・災害情報の伝達

全国瞬時警報システム（J-ALERT）による初期情報の伝達に加え、避難施設や避難経路、

災害状況等を多言語で住民・観光客に伝達する防災アプリを構築し、災害時の情報発信を

強化します。また、「自らの身は自ら守る」という自助意識の向上も目的にハザードマッ

プの作成と配布を行います。（総務課）

消防団活動

住民の生命・財産を守る使命を果たすため、平常時か

ら訓練・予防活動・防災意識啓発に努め、非常時には組

織的な消防力を発揮できる消防団づくりを推進します。

車両や設備・機器等の計画的な更新や自然水利の周知・

管理に努めるとともに、消防団活動に対する住民・事業

所の理解と協力を促進

し、団員の確保や防火

意識の普及・啓発に努

めます。（総務課）

自主防災組織

避難訓練や初期消火訓練など各行政区の自主防災組織の防災・減災活動を支援し、「自

分たちの地域は自分たちで守る」という共助意識を高めることで地域防災力を強化しま

す。（総務課）

村全体の防災への取組み

白馬村の現状に合った地域防災計画への見直しを

行うとともに、災害に備えて防災資機材と非常用食料

の計画的備蓄を進めます。また、既存住宅の耐震化改

修を補助するとともに、寄合所・避難所としての機能

を強化するため、公共施設や各地域の公民館等の耐震

性を確保します。雪崩防止に関して索道事業者等と協

議しながら、スキー場

の安全確保に努めま

す。（総務課・観光課）

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

防災アプリ構築 0件 1件

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

自主防災組織設立地区数 26地区 30地区（全地区）

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

消防団協力事業所数 6事業所 10事業所

信州消防団員応援ショップ

登録店舗数
－ 20店舗

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

地震総合防災訓練等

参加者数
120名 240名
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治山治水

急傾斜地や土砂災害警戒区域の指定地を中心に治山・治水事業を進めながら、親水性を

保ち自然景観に調和した改良を国や県に働きかけます。（建設課・農政課）

日常の住みよさの確保

平成16年に制定した「白馬村安全なまちづくり条例」や、平成27年に制定した「美しい村と

快適な生活環境を守る条例」に基づき、誰もが他人を思いやり、快適で安心・安全な地域社会

の実現を目指します。

もてなしの村づくり

「美しい村と快適な生活環境を守る条例」の啓発に努め、「自分たちの村は自分たちの手

で美しくすること」や「来訪者がうらやむライフスタイル・コミュニティ」を常に意識し

て、全ての人々が快適に過ごせる村づくりを目指します。（総務課）

地域防犯力の向上

各地域における自主的な防犯活

動を支援して、住民の連帯意識を強

化することで犯罪の抑止力を高め

ます。また、悪徳商法や振り込め詐

欺等の被害防止や消費生活相談に

ついて、関係機関と連携しながら広

報啓発活動等を行います。（総務課）

交通安全の推進

警察署や交通安全協会、住民と協力しながら

交通安全教室を開催するなど、交通安全意識の

高揚に努めます。また、通学路の安全確保を進

めるとともに、ガードレール・カーブミラー等

の交通安全施設の適切な維持管理や計画的な

整備を進めます。円滑な除雪作業により冬期間

の交通を確保します。（建設課・総務課）

刑法犯罪発生件数（件）

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

刑法犯罪認知件数 79件 50件
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村内の移動手段の確保

現行のデマンド型乗合タクシーとナイトシャトルバスの運行を継続しながら、子ども

や高齢者などの移動支援や観光客の二次交通を含めた村内の公共交通について、自動運

転システム等の可能性も含めて交通事業者や関係団体と協議・研究し、高齢者や子どもの

交通事故防止、環境保全、利便性向上を目指します。（総務課・健康福祉課・観光課・教

育委員会）

生活と観光と医療のための道路整備

地域高規格道路「松本糸魚川連絡道路」の建設を推進するとともに、国道148号、国道

406号、県道白馬美麻線、県道白馬岳線、県道千国北城線等の改良を国や県に働きかけま

す。また、優先度や緊急度を考慮したうえで、新規村道改良路線による基盤整備や、村道・

林道・農道の計画的な改良・舗装及び橋梁等の点検・データベース化を進め、計画的に修

繕を実施して長寿命化を図ります。（建設課・農政課）

安全な住宅の提供

震災復興のための村営住宅を建設するととも

に、既存の村営住宅の長寿命化を進めます。また、

定住者への住宅施策として、民間の資金や活力の

有効活用について検討します。（建設課・総務課）

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

交通事故発生件数 34件 25件

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

インフラ長寿命化点検

実施済み橋梁・トンネル等
12か所 113か所

交通事故発生件数の推移（件）

31
第３章　基本計画

白馬村第５次総合計画



まちづくりマスタープランによる土地利用計画

平成15年３月に策定された現在のマスタープランは、現状に合わせて内容を検討する

ことが求められていますが、地域高規格道路のルートが与える生活への影響は少なくな

いことから、地域高規格道路のルート決定を待って見直しを行います。（建設課）

地籍調査の推進

早期完了を目指して地籍調査事業を推進し、適正な賦課徴収や境界紛争の防止、円滑な

土地取引・相続に寄与するとともに、土地の有効活用を促進します。原則として第6次十

箇年計画（平成22年～平成31年）に沿って事業を進めていきますが、過去の計画にとらわ

れることなく、地域等から地籍調査事業の要望があった場合は、柔軟に調査計画の見直し

を検討していきます（農政課）

子育て支援

生まれて良かった、育てて良かったと思えるような安心・安全の子育て環境づくりを進め、

子育てにおける負担や不安を和らげることで少子化の進行を抑えるとともに、未来を創る地

域の宝である子どもたちの健やかな育ちを地域全体で支援していきます。

白馬村子ども・子育て支援事業計画　2015年度～2019年度（平成27年度～平成31年度）

　基本理念

　　子どもたちの幸せ育てる白馬村

　基本的施策

・すべての子どもが尊重され、健やかにより良く育つための「子どもの最善の利

益」が実現されるよう配慮します。

・すべての親（保護者）が、子育てに喜びや生きがいを感じられ、安心して子育

てができるような取組みを進めます。

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

村営住宅戸数 16戸 34戸

長寿命化が必要な

村営住宅戸数
16戸 0戸

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

地籍調査済面積 765ha 848ha

支え合う福祉と健康の村づくり
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・子育ての第一義的な責任は保護者にあるという基本的認識のもとに、家庭、学

校、地域社会、企業、行政がそれぞれの役割のもとで協働して子ども・子育て

支援を進めるための仕組みづくりを推進します。

・子育て世代の男性の長時間労働や出産に伴う女性の厳しい就労継続の現状を

踏まえ、働く男女の職業生活と家庭生活との両立に向けた取組みを進めます。

・白馬村の恵まれた自然環境や社会資源を効果的に活用できるよう取組みます。

安全な妊娠・出産への支援

子どもの健やかな成長と父母に安心をもたらすケアなどの支援を行うとともに、経済

的負担を軽減するために、妊婦・乳児一般健診の補助券発行や不妊治療費助成等を行い、

安心して子どもを産み育てることのできる環境づくりを行います。（健康福祉課）

安心して産み育てることができる医療体制の維持・充実

大北圏域の出産環境の維持・充実に向けて周辺自治体と連携するとともに、平日夜間小

児科・内科急病センターの医療体制を維持します。また、子どもの医療費負担軽減を図る

ため、高校卒業までを対象としている福祉医療給付を継続します。（健康福祉課・住民課）

子育てに関する交流や相談の場づくり

子育て支援ルームのなかよし広場や自由利用等により、育児中の親子が安心して集える

場所を提供します。子育て相談支援センターでは個別相談や療育の充実を図り、一人ひと

りの力が発揮されるよう子どもの個性や特性を

大切にしながら、健やかな成長を支援します。

また、ひとり親家庭の生活の安定と自立を促

進し、子どもの福祉増進を図るため、児童扶養

手当や福祉医療費等の給付のほか、相談体制を

強化します。（健康福祉課・住民課）

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

合計特殊出生率 1.19 1.30

妊婦基本健診受診率 97.1% 100%

不妊治療費助成件数 ４件／年 4件／年

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

平日夜間救急医療事業 1か所 1か所

大北圏域産科数 1か所 1か所
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子育て家庭への経済的支援

多子世帯の保育料減免、児童手当・児童扶養手当の給付、インフルエンザワクチン助成、

福祉医療費給付、私立幼稚園就園奨励補助制度等に

より、子育てに対する経済的支援を行うことで、子

育て世代の経済的負担軽減を図り、少子化の進行を

抑制します。また、ながの子育て家庭優待パスポー

ト事業協賛店の拡充など、子どもと子育てを応援す

る地域づくりを進めます。（健康福祉課・住民課）

子育てと仕事の両立支援

保育園や子育て支援ルーム、放課後児童クラブの充

実、白馬幼稚園との連携により、仕事を持つ親が安心し

て働ける支援体制を整備します。また、短時間や緊急時

に活用できるファミリーサポート制度の活用も含め、病

児・病後児保育への対応を進めます。（健康福祉課）

障がい児支援

乳幼児健診スクリーニング等により障がいの早期発見・早期対応に努め、各専門家の相

談・支援体制により子ども一人ひとりの個性や特性を大切にしながら、０～18歳までの成

長を切れ目なく適切に支援します。また、障がい児家族の交流や日中一時支援・放課後等

デイサービス・通所訓練等の充実を図ります。（健康福祉課）

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

“なかよし広場”利用者数 延べ1,764人／年 延べ1,850人／年

“自由利用”利用者数 延べ1,119人／年 延べ1,200人／年

子育て相談支援センター

相談件数
44件 60件

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

小児インフルエンザ

ワクチン助成
－ 985件

ながの子育て家庭優待

パスポート事業協賛店舗数
20店舗 24店舗

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

休日保育利用者数 213人 250人

放課後児童クラブ利用者数 351人 470人
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障がい者支援

障がいのある人の高齢化、重度化、多様化に対応しながらそれぞれの自立や社会参加を促

し、誰もが地域でいきいきと安心して暮らすための総合的な支援の充実を図ります。

白馬村障害者計画・白馬村障害者福祉計画

2015年度～2019年度（平成28年度～平成29年度）

　基本理念

　　地域でいきいきと安心して暮らせる自立と共生のまちづくり

・障がいの有無にかかわらず、主体性、自立性を持って社会に参加し、一人の個

人として人格と個性が尊重され、誇りを持って暮らしていくことができる。

・自分らしく生きていくために必要な支援を、地域全体の理解・協力のもと受

けることができる。

　基本的視点

・地域における自立生活の支援

・社会参加の促進と就労支援

・人にやさしいまちづくり

地域における自立生活の支援

障がい者やその家族が住み慣れた地域で自立した生活を送るために、日中活動の場や

グループホーム等の支援サービスの充実、ライフステージに応じた適切な相談支援、関係

機関やボランティア、相談支援事業所、地域移行コーディネーターとの連携強化に努めま

す。また、公的年金制度や各種手当等の生活安定制度に関する周知・広報の強化、健診等

による健康づくり、療育支援、地域の見守り支援体制の整備を進めます。（健康福祉課）

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

自立支援給付利用件数 90件 100件

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

障害福祉サービス利用者数 40人 55人

共同生活援護支給決定者数  7人 17人

地域移行支援利用者数  0人  1人

日常生活支援用具給付件数 延べ160件 延べ180件

日中一時支援事業利用件数 延べ209件 延べ300件
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社会参加の促進と就労支援

地域行事やレクリエーション、文化活動等に障がい者が気軽に参加しやすい環境をつ

くります。また、障害者雇用促進法に基づき、大北障害保健福祉圏域自立支援協議会、大

北圏域障害者総合支援センター「スクラム・ネット」、ハローワーク等の関係機関と連携

し、企業・雇用先に対して法定雇用率の達成への理解と協力要請を行います。また、障害

者優先調達推進法に基づき、調達のメニューを拡充し施設就労者、在宅就業者の自立促進

を図ります。（健康福祉課）

権利擁護の体制づくり

障害者差別解消法、障害者虐待防止法に基づき、障がい者の人権尊重に関する啓発活動

を行うとともに、判断能力が不十分な人の権利や生活を守るため、広域連携により成年後

見支援センターの活用、成年後見制度利用支援事業による負担の軽減により、適切な相

談・支援体制を築きます。（健康福祉課）

人にやさしいまちづくりの推進

ユニバーサルデザインの視点に立った環境整備、障がい者の生活基盤である住宅改修

補助の推進、情報支援体制の充実により、公共施設・住宅・移動・情報など、様々な面で

人にやさしいまちづくりを実現します。（健康福祉課・建設課・総務課）

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

村内の法定雇用率

達成企業数
0社 1社

障害者優先調達推進法

調達実績
360,960円 400,000円

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

成年後見制度利用支援事業 0件 1件

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

居宅生活動作

補助用具支給件数
1件 3件

地域福祉総合助成事業

住宅改修件数
2件 3件

意思疎通支援事業

（通訳者派遣）利用回数
10回 17回
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高齢者福祉

高齢者一人ひとりが、可能な限り住み慣れた地域で自立した生活を営むことができるよう、

地域全体で住民同士が支え合い、住民と行政の協働による地域福祉の村づくりを進めます。

白馬村高齢者福祉計画「いきいきプラン長寿白馬21」

2015年度～2017年度（平成27年度～平成29年度）

　基本理念

　　認め合い　ともに支え合う　あたたかい村づくり

　基本目標

・住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるしくみ

・健康で生きがいを以って暮らせるしくみ

・誇りを持って暮らし続けるしくみ

・介護保険制度の適切な運営

地域包括ケアシステムの構築

介護予防事業による生活機能の維持・向上、地域ケア会議による問題の把握・解決、訪

問介護・訪問看護等の在宅医療の充実により、在宅生活を支援します。（健康福祉課）

生活支援サービスの体制整備

介護保険制度による事業者と連携し、地域での生活を継続できるよう生活支援サービ

スの体制整備を図ります。また、高齢者が必要とする支援内容を調査しながら、現行の

ファミリーサポートやシルバー人材センター等の制度に加え、行政区単位でのボラン

ティアとのマッチングや、生活支援コーディネーターの設置を検討します。乗合タクシー

については、利用者アンケートを実施し、運行計画の見直し等利便性の向上に努めます。

（健康福祉課）

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

介護予防取組みグループ数 19グループ 24グループ

介護予防事業参加者数 延べ5,839人／年 延べ7,000人／年

地域ケア会議開催回数 6回／年 6回／年

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

配食サービス食数 1,693食／年 2,000食／年

乗合タクシー利用者数 延べ7,729人／年 延べ8,100人／年
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高齢者の生きがいづくり

それぞれのライフスタイルに合った生きがいを持ちながら活動できるように、「やる

事」、「行く場所」、「なじみの人」、「役割」など、地域での社会参加のきっかけづくりを支

援します。（健康福祉課）

認知症対策・権利擁護の推進

増加が見込まれる認知症の方と家族が安心して地域で暮らし続けられるよう、相談体

制の充実や居場所づくりを推進します。また、認知症や高齢者虐待に関する啓発や研修等

を実施し、地域全体での理解と関心を深めます。（健康福祉課）

健康づくりと地域医療の充実

子どもから大人まで住民みんなが健康で笑顔で暮らせる村を目指します。また、自然の恵み

や生産に携わる人々に感謝するとともに、先人の知恵を大切にしながら郷土愛を育み、白馬の

食文化を次世代に継承していきます。

白馬村健康増進計画「元気プラン健やか白馬21」　

2014年度～2023年度（平成26年度～平成35年度）

　基本的な方向

　　乳幼児から高齢者まで～ライフステージに応じた計画を考える

・健康寿命の延伸と健康格差の縮小

・生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

・社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上

・栄養・食生活、身体活動・運動、休養、喫煙、飲酒及び歯・口腔の健康に関す

る生活習慣及び社会環境の改善

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

白馬シニアクラブ会員数 964人 1,000人

シルバー人材センター

登録者数
639人 700人

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

認知症サポーター数 638人 1,000人
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白馬村食育推進計画　2012年度～2016年度（平成24年度～平成28年度）

　基本理念

豊かな自然と農ある暮らしに感謝し、健やかな心と体

を育み、笑顔かがやき、未来をつなぐ食文化のむら

　基本目標

・規則正しい生活リズムと望ましい食習慣づくり

・地産地消をすすめる体制づくりと、白馬ならではの食づくり

・食を通じた健やかで心豊かな人づくり

生活習慣病予防の推進

特定健診のリピーター増加や未受診者の受診を促す取り組みを推進することで受診率

の向上を図り、疾病の早期発見・早期指導につなげます。糖尿病有病者の増加の抑制、脂

質異常症の減少、高血圧の改善を図り、生活習慣病の重症化を予防します。（健康福祉課・

住民課）

食育の推進

家庭や保育園・幼稚園・各学校と連携しながら食に関する知識や適切な判断力を養い、

望ましい食習慣づくりに取り組みます。また、ボランティア団体等とも連携して、本村の

豊かな自然・風土に育まれた四季折々の新鮮な地場産食材の活用や、地域の行事食や伝統

料理の継承などを通じて、地産地消を推進します。（健康福祉課・教育課・農政課）

地域医療体制の確保

平日・休日にかかわらず住民が安心して医療が受けられるよう、歯科や薬局も含めた地

域医療体制を確保します。また、平日夜間急病センター（小児科・内科）や冬季のスキー

傷害診療を継続するとともに、耳鼻科や眼科等の地域に不足している診療科目について

も関係医療機関に対して設置を働きかけます。村内及び大北圏域よりもさらに広域的な

視野で二次救急医療についても充実を図ります。（健康福祉課）

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

特定健診受診率 47.1% 60.0%

特定保健指導率 73.3% 75.0%

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

食育ボランティア登録者数 22人 30人
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情報通信技術の活用

 情報通信技術（ICT）の著しい発展と普及は社会や生活環境に大きな変化をもたらしていま

す。村づくりにおいても、福祉、教育、防災、産業、環境など様々な面で活用の可能性がある

ことから、セキュリティ対策を講じながら情報リテラシーの向上を促進し、住民の利便性向上

や効率的な行政運営に資する活用を進めます。

個人番号カードの普及及び活用による住民サービス向上

個人番号カードを活用した証明書等のコンビニ交付サービスの実施を検討し、個人番

号カードの普及促進を図ります。（住民課）

広域ネットワークの構築

大町市と接続する光回線を敷設し、広域ネットワークを構築することで、各種システム

の共同化による業務効率化を図ります。（総務課）

情報通信環境の整備・活用

村内全域に敷設した光ケーブルやケーブルテレビ白馬の放送設備を

計画的に更新し、インターネットを活用したまちづくりを推進します。

（総務課）

自立的・効率的で健全な行財政の村づくり

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

個人番号カード交付率 － 20%

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

平日夜間救急医療事業
実施日数289日

患者数522件
維持

在宅当番医制事業実施日数 285日（内科3・外科1） 維持

在宅歯科当番医事業

実施日数
75日 維持

スキー傷害診療
実施日数42日

患者数1,274件
維持
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行財政改革の推進

地方分権化の進行に対応し、社会情勢や地域性に合った組織機構のあり方を常に検討する

とともに、中長期的な視点に立って効率的で健全な行財政運営に努めます。PDCAサイクルに

より事業の効果や優先度を検討しながら、住民に信頼される組織づくりを目指します。

魅力ある人材の確保と計画的・効果的な職員研修

人材育成においては、採用の時点で、資質の優れた者をいかに確保するかということが

重要であることから、本村が求める職員像としての資質を見極め、行政需要の複雑化・高

度化に対応できる人材を確保できるよう、試験制度にも改善を加えながら積極的な採用

活動を実施します。

職員研修は、個々の能力開発を踏まえた人材育成の一環であるという観点に立ち、各階

層に求められる役割と資質を踏まえた研修を実施します。また、大北圏域内の市町村職員

が連携し互いに能力の向上を図るため、研修会の相互乗り入れなど、広域的な取り組みを

推進します。（総務課）

財政計画の策定と財政状況の分析

限られた財源を活かしつつ、多様化する住民要望に応えるために、事業の重点化や順序

化を図りながら、実施計画策定に合わせて将来を見据えた財政計画を策定します。

固定資産台帳の整備及び新公会計システムを導入し、財政状況を適正に把握・財政分析

します。（総務課）

財政健全化

健全化判断比率を適正数値に保ち、健全な財政運営を継続していきます。（総務課・税

務課）

＜歳入＞

村税の適正な課税や受益者負担の適正化、不要な公有財産の売却などに努めるととも

に、コンビニ収納の導入やクレジット収納の拡充など社会環境や生活スタイルに見合った

納付方法の多様化及び徴収対策の強化を図り、税・料金などの収納率の向上を図ります。

国・県・民間の補助金や交付金、ふるさと納税制度を活用した寄附金等の外部資金を効

果的に活用します。また、インターネットオークション等を活用した公有財産の売却や、

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

長野県市町村職員

研修センターが開催する

研修の受講者数

32人 60人

大北圏域で相互乗入できる

研修の実施回数
－ 15回
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Webサイト・広報紙・封筒等への広告掲載により自主財源の確保に努めます。

＜歳出＞

業務の見直しや合理化により経費削減に努めるとともに、実施計画などを基に事業の

優先順位を明確にし、費用対効果などにより事業を見直します。

公有財産管理

公共施設等総合管理計画を策定し、その計画に基づく施設の適正配置や活用、長寿命

化・効率化・維持管理コストの削減・指定管理者制度の活用・施設の統廃合などによる総

合的かつ計画的な施設管理を推進します。公有財産（土地・建物）の売却や譲渡・貸付な

どによる未利用財産の活用や処分を進めます。（全課共通）

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

実質公債費比率
（収入に対する借金返済額の割合

早期健全化基準25％）

11.8％ 12.0％未満

将来負担比率
（年間収入に対する将来的に負担

する可能性のある借金の総額の

割合。早期健全化基準350％）

22.9％ 30.0％未満
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競争力と持続可能性を高める観光地経営

白馬村観光局、白馬村振興公社、各地区の観光協会や観光事業者と連携しながら、「自分た

ちの生活の場として次世代に自信を持って引き継ぐことのできる白馬村」、「高い誇りを持っ

て世界中から来訪者を迎えることのできる白馬村」を実現します。また、自然環境や多様なア

クティビティに加え、国際観光地である白馬の「豊かな暮らし」を積極的に発信することで、

国内外から人々を呼び込みます。

白馬村観光地経営計画

　基本理念

恵まれた自然、山と雪が育む生活・文化を未来に残す　マウンテンリゾート・Hakuba

　基本方針

・白馬村全体、さらには他地域との広域連携により観光の効果の最大化を視野

に入れ、産業間・地区間・取組主体間の連携を進めます。

・白馬連峰を核に、地域に根差した自然・歴史・文化の多面的な活用と、それら

を支える人材の育成・活用を進めます。

・「スキー目的＋グリーンシーズン周遊」型から「オールシーズン×滞在」型へ

の転換を図ります。

・客観的な数値データによる現況の把握と成果の評価、検証に取り組みます。

白馬連峰への眺望の魅力最大化

白馬駅前やサンサンパーク白馬周辺など白馬連峰への眺望が得られる象徴的なエリア

について、景観を生かした滞在空間の魅力向上を図ります。（観光課・建設課・総務課）

核となるスキー場と宿泊拠点の再生

宿泊施設とスキー場が一体となった地区について戦略的な将来ビジョンを検討し、宿

泊施設とスキー場のサービス共通化による効率化や競争力強化を図り、利用者の利便性

を高めます。また、宿泊環境の整備として、サービスの質や収容力の向上を目指します。

（観光課）

産業　新しい仕事をつくりだす村

「世界水準」を意識した観光の村づくり
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国際リゾートに相応しい受入環境整備

「世界水準」を意識した国際リゾートとして、国内外からの来訪者が安心して訪れることがで

きる環境整備を推進します。HAKUBA VALLEY共通ゲートシステムの利用拡大、公衆無線

LANの整備、一目でわかるシャトルバスの運行、冬場のタクシー不足解消、案内看板の多言語

化・統一化、インバウンド受入サポート体制整備等を進めます。（観光課・総務課）

魅力の多様化に向けたコンテンツ創出

降雪量など気象条件や世界経済など社会条件のリスク回避も考慮し、来訪時期や来訪

形態の多様化を図ります。夏季・冬季それぞれ屋内外でのアクティビティを積極的に展開

するとともに、オリンピック開催経験に裏付けされたブランドイメージを活かしたス

ポーツ関連プログラムや、地元食文化と温泉を組み合わせた魅力を強化し、歴史・文化・

芸術系の資源を観光に活用することで、雨天時も多様な楽しみ方ができる村づくりを進

めます。また、地元食材と観光施設が経済的・有機的に流通するシステムを構築します。

（観光課）

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

ウィンターシーズン観光客

入込数（12月～3月）
111万人／年 130万人／年

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

グリーンシーズン観光客

入込数（４月～11月）
113万人／年 120万人／年

スキー観光客数の推移（万人）

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

HAKUBA VALLEY

Free Wi-Fi 整備箇所
0か所 8か所
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観光業の活性化・平準化による安定的な雇用創出

環境整備や情報発信による観光産業の活性化とともに、夏・冬と春・秋の季節変動を平

準化することで、通年で安定した雇用の創出を図ります。（観光課）

地域特性を活かしたスポーツツーリズムの推進

山岳環境やオリンピック施設等を活用しなが

ら、スポーツ合宿の誘致や村外者を対象としたス

ポーツイベントを開催することで、交流人口の拡

大や地域経済への波及効果を目指します。（観光

課・教育委員会）

　　

観光施設の維持管理

グリーンスポーツの森、山小屋、登山道、塩の道、きこりの道等の観光施設を適正に維

持管理し、安全で快適に利用できる環境を整えます。（観光課・教育委員会）

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

スポーツ観光客数

（スキー観光＋山岳観光）
1,015千人 1,136千人以上

白馬ジャンプ競技場

リフト乗車人数
74,061人 83,000人以上

白馬スノーハープ

クロスカントリー大会

出場者数

2,121人 2,300人以上

FISサマーグランプリ

ジャンプ白馬大会

来場者数

6,580人 7,300人以上

スノーハープを活用した

マウンテンバイク大会

参加者数

280人 310人

登山観光 ジャンプ競技場リフト乗車人数の推移（人） （人）
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広域観光の取り組み

長野県が目指す「世界水準の滞在型観光地づくり構想」の重点支援地域として、大町市・

小谷村との「北アルプス三市村観光連絡

会」によるシャトルバスの運行やプロモー

ション、エリアブランディング等を推進

し、他地域との差別化・差異化を図ること

でエリアのファン獲得を目指し、広域的な

観光施策を展開します。（観光課）

優良農地の保全

農業従事者の高齢化や後継者不足による耕作放棄地の増加を抑止するため農家を支援する

とともに、農地の生産効率を高めるために、ほ場整備を推進し、農産物等の生産に加え、自然

環境の保全や景観の形成、水源の涵養や災害の予防など多面的な機能の保持に努めます。

里山環境の保全

山岳景観の麓に広がる田園風景は白

馬村の特徴として大切に守っていく必

要があります。農業振興地域総合整備計

画を見直すとともに、多面的機能支払交

付金等を活用することで優良農地の保

全や耕作放棄地の減少に努め、農山村集

落の田園風景を守ります。（農政課）

農地と森を守り地産を活かす村づくり

グリーンスポーツの森利用者数（人）
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農業施設の維持管理

農業生産性の向上のため、既存の水路、頭首工、農道等の施設を適正に維持管理し、必

要に応じ、改修等を行います。そのために、施設整備の取組みである多面的機能支払交付

金事業（長寿命化）を活用します。（農政課）

ほ場整備の推進

担い手農家や地主から要望のある地域について、ほ場整備を推進することで農地を集

積し、農地の生産効率向上や耕作放棄地の減少に努めます。（農政課）

認定農業者への支援

今後の村の農業を支えていく認定農家へ

の支援に努めます。平成30年度に予定されて

いる米政策の転換に際し、国の動向を注視

し、農家への的確な情報提供に努め、農家支

援を行っていきます。（農政課）

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

耕作放棄地面積 15.8ha 10ha

多面的機能支払交付金

取組面積（農地維持）
404.64ha 410ha

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

多面的機能支払交付金

対象面積（長寿命化）
315.09ha 400ha

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

新規地区（北城） － 30ha

経営土地面積の推移（ha）
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就農体験の機会づくり

ふれあい農園（アグリスクール）や市民農園の貸出し等により就農の機会を設け、自家

用野菜の栽培や直売所等での販売のきっかけを作ることで、農業後継者の育成を図りま

す。（農政課）

有害鳥獣対策

有害鳥獣との境界確保のため、里山や農地の草

刈りを行うとともに、電気柵の設置や鳥獣駆除に

より農作物への被害防止に努めます。（農政課）

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

農業機械等導入補助件数 － 累計30件

認定農業者への

農地利用集積面積
359ha 400ha

認定農業者数 24人 28人

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

農産物被害額 104万8千円 78万円

販売農家数の推移（人）
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農産物のブランド化と特産品の生産・販売の推進

白馬産米は、個々の農家の努力により、評価が高まりつつあります。食味コンテストでの上

位入賞やふるさと納税寄附者からの高い評価を踏まえ、ブランド化に向けて村基準による「お

いしい米づくり」に試験的に取り組み、白馬産米の美味しさを村内外に発信します。米以外の

作物については、これまでに紫米やそば、大豆の特産品化を推進してきました。また、特産品

づくりに関心のある団体等を支援し、ブルーベリー、食用ほおずき、陸わさび、トマト等の栽

培・販売を推進しています。これらの事業により農地の荒廃化防止や農業所得の向上にもつな

げるとともに、観光と農業の連携によるグリーンシーズンの魅力を創出することで地域振興

を図ります。

米の品質向上・ブランド化

白馬産米の品質向上を図り、ブランド化することで農業所得の向上を図ります。（農政課）

特産品の生産・販売強化

紫米の消費量・出荷量の向上を図るとともに、ブルーベリー・食用ほおずき・陸わさび・

トマト等の生産を拡大し、特産品開発や６次産業に取組む団体を支援します。（農政課）

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

白馬産ブランド米

生産農家数
－ 10者

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

紫米消費量 6t／年 8t／年

特産品栽培面積 7ha 10ha
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地産地消の推進

新鮮な地場産品を提供する直売所の充実に努めるとともに、地産地消認定制度（仮称）

を創設し、地場産品を村内で提供している観光・宿泊施設等を支援します。（農政課）

道の駅建設と地域経済循環システムの構築

総合観光情報発信基地としての役割に加え、特産品・農産物・林産物の集中管理機能を

持たせた地域循環経済の中心的機能を備える道の駅の建設を進めます。（農政課・観光課・

総務課・建設課）

森林の整備と活用

中信森林管理署、長野県、白馬村、森林所有者、森林組合等林業関係者及び木材産業関係者

の間で相互に合意形成を図りつつ、地域一体となって森林の集約化を進めるとともに、集約化

した森林において森林経営計画を立てたうえで持続的な森林経営を推進します。また、林業従

事者及び後継者の育成・確保、作業路網の整備など林業関係者等が一体となって、長期目標に

立った諸施策を計画的に実行します。

白馬村森林整備計画　2016年度～2026年度（平成28年度～平成38年度）

森林整備地域活動支援

間伐や除伐、下草刈り等の森林整備事業を推進し、

森林を保全しながら有害鳥獣による被害を抑止する

とともに、美しい景観で訪れる人々をもてなします。

（農政課）

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

地場産品売上高 2,041万円 2,500万円

地産地消認定者 － 25者

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

新しい道の駅 － 1

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

森林整備面積

（公共造林事業）
5.1ha 60ha
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森林資源とふれあう機会の創出

住民参加による森林整備を進めるとともに、既存の「白馬きこりの道」等の活用や、子

ども向けの自然体験教室の開催等により、住民や観光客が森林資源に親しむ機会を設け

ます。また、利用されていない里道を調査し、観光資源としての活用について研究します。

（農政課・観光課）

　商工業の振興により雇用を生みだす村づくり　　　　　　　　　　　　　

商工振興・創業支援

近年増加している外国人の移住者や旅行者により需要が高まる外食産業や、豊かな自然環

境を活かし多様化するアウトドアレジャー産業など事業化の機会が増えつつある状況に対

し、白馬商工会と連携して創業支援や融資制度の拡充に取り組みます。

商工振興

設備投資等に要する資金の利子補給を実施します。（観光課）

創業支援と空き店舗活用、後継者育成支援

商工会と連携して創業支援を行うことで新たな雇用の受け皿をつくるとともに、空き

店舗の調査・台帳整備を行い、新規創業者への空き店舗斡旋や後継者育成へつながる支援

を実施します。（観光課）

新しいしごとの創出

恵まれた自然環境や山岳景観、避暑地としての優位性を活かし、インターネット環境が

あれば場所に捉われず仕事ができるICT等の業種を中心に、サテライトオフィスやコ

ワーキングスペース等の働く環境を整備することで、通年で安定して働けるしごとをつ

くります。また、自宅やコワーキングスペースなど職場以外の場所で働く「テレワーク」

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

小規模事業者経営改善

資金利子補給補助金額
108万円 162万円

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

空き店舗の斡旋と活用件数 － 5件

創業支援者数 3人 累計10人
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や、同時に複数の仕事に携わる「マルチワーク（多業）」をしやすい環境について研究し

ます。（総務課）

　民間活力を活かす村づくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

産官学金労言連携

大学や企業等との連携により、観光・福祉・教育・農業・環境・防災・人材育成など、様々

な分野でまちづくりを協働で推進します。

大学・企業等との連携

既に連携協定を締結している大学や企業との連携事業について推進・見直しを図ると

ともに、新たな連携先も模索し、先進的な暮らし方やまちづくりを目指します。（総務課・

観光課・健康福祉課・農政課・教育課）

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

サテライトオフィス企業数 － 1

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

連携協定に基づき

進行中の事業
－ 5事業
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　学びあい育てあう村づくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

次代を担う子どもたちの学習支援

国際化する社会に生きる子どもたちが、白馬の自然と風土の中で人間性豊かに成長し、個性

と創造性を伸ばしながら社会の変化に主体的に対応して未来を切り開く力を育めるよう、家

庭・学校・地域がそれぞれの役割のもとに相互に連携・協力する環境をつくります。

白馬村教育大綱　2015年度～2019年度（平成27年度～平成31年度）

　基本目標

・人権教育の推進

・個性と創造性を伸ばす教育の推進

・家庭、学校、地域の連携体制づくりの推進

・あらゆる機会に学習できる社会の実現の推進

・多様な文化交流活動の推進

「自ら学び、自ら考える力」と「生きる力」の育成

確かな学力として知識や技能の習得とともに、思考力、判断力などを重視し、社会におい

て必要となる力を身につけることができる環境をつくります。小中学校間の連携を強化し、

学力向上対策委員会における横断的・具体的な検討を行いながら、協同的・対話的な学びを

充実させるとともに、教育相談や就学相談などの支援体制を整え、各学校における学校目標

が達成できるよう支援します。また、時代に即した学習環境として、タブレット端末や電子

黒板、実物投影機などのICT機器を計画的に導入・更新するとともに、ネットワーク環境を

整備しながら必要な教育コンテンツを導入することでICT教育を推進します。（教育課）

地域に開かれた学校づくり

信州型コミニュティスクールの小中学校への導入により、保護者や住民の学校運営へ

の参画を進め、地域に開かれた学校づくりを実現します。子どもたちの健やかな成長を社

会全体で支える観点から、家庭・地域の教育力向上を支援し、学校との連携と協力を推進

ひと　一人ひとりが成長し活躍できる村

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

中学校情報端末

活用生徒数
0人 延べ900人

小学校情報端末

活用児童数
0人 延べ690人
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します。英語力の向上や郷土の魅力を知るための地域学習などの各学校の取組みを支援

します。また、地域で見守る防犯、交通安全体制により子どもたちの安全を確保します。

（教育委員会）

※学校の運営、支援、評価に地域がボランティア活動などを通じて参加する仕組みを持った学校

安心・安全な学習環境づくり

計画的に小中学校の建物耐震化、設備更新や防災・防犯対策等を進め、学校の安全確保

を進めます。

新しい共同調理場の建設に向けて住民と連携し事業を進めるとともに、安心・安全な学校給

食を提供し、生きた教材として活用できる施設として食育の推進を図ります。（教育委員会）

地域を担う人材の育成

「白馬高校の経営・運営に参加する地域案」に基づき、小

谷村と共同で白馬高校に積極的に支援を行います。また、公

営塾や職業体験、英語学習などを通じ、国際山岳観光地であ

る本村を担う人材の育成を目指します。（教育委員会）

生涯学習と青少年育成

幅広い年代において、生きがいづくりや生活の質の向上のために学び続けることができる

環境づくりを推進します。各種講座や活動により住民の交流を促進するとともに、「知」の拠

点となる図書館施設の整備を進めます。

限りない向上心を支える生涯学習

公民館が地域コミュニティの核となり、生涯学習

と地域学習を推進できるよう分館活動を支援する

とともに、住民のニーズや地域の実情に応じた多様

な学習機会を提供します。また、生涯学習の発表の

場として文化祭を開催します。（教育委員会）

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

信州型コミュニティスクール※

設置校数
0校 3校

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

しろうま學舎塾生数 －人 60人
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図書館の充実

住民の暮らしと文化振興の活力となるよう、公共図書館の運営を充実させるとともに、

地域おこしやまちづくり、人づくりに役立つ魅力ある図書館を目指します。また、図書館

としての機能・役割を充足できる施設とは言いがたい現在の図書館について、スペースの

面でも限界であることから、収納スペースの見直しを行うとともに、施設の増改築や新図

書館の建設について調査・検討を行います。（教育委員会）

白馬村図書館基本計画　2016年度～2020年度（平成28年度～平成32年度）

　運営理念

　　村民のくらしを支援し、まちづくりに役立つ図書館を目指します

　運営方針

・子どもたちの成長に役立つ図書館

・人づくりに役立つ図書館

・暮らしに役立つ図書館

・地域おこし、まちづくりに役立つ図書館

・文化振興に役立つ図書館

人権教育の推進

あらゆる偏見や差別をなくし、全ての住民が自他の人権について考え、責任を自覚し、

ルールを守り、安心して学校や社会で生活できるよう、学習機会を充実させることで人権

教育を推進します。（教育委員会・住民課）

青少年健全育成事業の推進

青少年を取り巻く状況の厳しさを踏まえ、白馬村青少年健全育成村民会議等と連携し、

安全でよりよい社会環境を確保するためのパトロールや啓発事業を中心に青少年健全育

成に関する取り組みを推進します。また、各行政区の子ども会育成会との連携により、子

ども会行事を実施することで、子ども同士で助け合い健全な心を育てる交流の機会をつ

くります。（教育委員会）

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

平均講座受講者数 15人 22人

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

図書館来場者数 延べ12,800人／年 延べ25,000人／年
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文化・芸術の振興

文化活動の活性化は、住民の生活に潤いを与

え、豊かな心を育てます。社会文化振興団体の活

動支援を行うとともに、ウイング21ホールを中心

とした芸術鑑賞会等を実施し、既存の施設を活用

した展示会を開催するなど文化・芸術に触れる機

会を提供します。（教育委員会）

　生涯にわたりスポーツに親しむ村づくり　　　　　　　　　　　　　　

スポーツによる健康づくりと活力の創造

住民の健康維持や増進、体力の維持や向上を図り、白馬村体育協会や白馬村総合型地域ス

ポーツクラブのほか、観光・教育部門とも連携しながら、村民一人ひとりが生涯にわたってス

ポーツを楽しむことができる環境を整備します。

白馬村スポーツ推進計画　2015年度～2019年度（平成27年度～平成31年度）

　基本理念

スポーツの力で未来を拓く

～スポーツを通じて、白馬の活力と、村民の健康を願って～

　基本方針

・スポーツによる健康増進

・子どもが日常的に楽しくスポーツに取り組むことができる環境づくり

・スポーツ競技者の競技力向上

・地域の特性を活かしたスポーツ環境の整備

・スポーツ施設の整備及び充実

スポーツによる健康増進

幼少期から成人まで住民の誰もが生涯を通じてスポーツに親しむよう、スポーツイベ

ントやスポーツ教室の開催を推進します。特に初心者や未経験者、高齢者や障がい者が気

軽に参加できる機会をつくるとともに、スポーツを通じたコミュニティづくりを推進し

ます。（教育委員会）

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

コンサート等の実施

における入場者数
延べ340人／年 延べ500人／年
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子どもが日常的に楽しくスポーツに取り組むことができる環境づくり

生涯にわたって健康で豊かな生活を送れるよう、幼少

期から「運動あそびプログラム」等を取り入れ、スポー

ツの習慣化を図るとともに、体力づくりの基礎を養う環

境を整備します。子どものスポーツ活動の充実として、

村内の保育園・幼稚園・小中学校や関係団体と連携した

スポーツ機会の提供に取り組むとともに、子どもの体力向上の推進として、村内の小中学

校への体力づくり支援や保護者への研修会等を開催します。（教育委員会）

スポーツ競技者の競技力向上

住民の協力を得ながら継続的な指導者の確保に努め、

選手のレベルに応じた指導体制を確立し、全国や世界で

活躍できるトップレベルの競技者の育成を目指します。

指導者の育成及び支援として、研修会や指導者間ミー

ティングを開催するほ

か、白馬村体育協会や白

馬村スキークラブへの

支援、競技会の開催や誘

致、本村出身のトップ選

手による指導環境の構

築等を進めます。（教育

委員会）

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

週１日以上スポーツを

する人の割合
40.0% 46.0%以上

白馬村体育協会・

白馬村総合型地域

スポーツクラブ主催

教室の参加者数

延べ4,166人 延べ4,700人以上

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

子どものスポーツ実施率
中学生 73.0%

小学生 67.8%

中学生 83.0%以上

小学生 77.0%以上

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

白馬村スポーツ功労賞等

受賞者数
22人 25人

白馬村スポーツ少年団

登録者数
362人 410人以上

白馬村体育協会

加盟団体登録者数
1,149人 1,280人以上

白馬村スキークラブ

競技登録者数
62人 70人以上

白馬村総合型地域

スポーツクラブ登録者数
209人 230人以上

57
第３章　基本計画

白馬村第５次総合計画



スポーツ施設の整備及び充実

ナショナルトレーニングセンターに指定されたクロスカントリー競技場「スノーハー

プ」やジャンプ競技場、ウイング21等のオリンピック施設や他の公共スポーツ施設につい

て、計画的な修繕や更新を検討します。また、利用者のルールを徹底し、施設の適正かつ

有効な利用を図りながら、村内外の利用者のニーズに応えます。（教育委員会）

　一人ひとりに活躍の場がある村づくり　　　　　　　　　　　　　　　

人のつながりによる活力の創出

本村は移住者や交流人口が多い状況にありながら、それらの人が集う場が少なく、村内外の

若者交流の場が求められています。多様な人が交流する場を設けることで個々の知識や技能

を繋ぎ合わせ、地域の活力を創出します。

多様な人々が交流する機会の創出

住民や村外の人が気軽に集いつながれる場所やきっかけづくりに努め、村内外の人材

が積極的に活用できる環境や仕組みづくりを進めます。（総務課）

若者交流・結婚支援

晩婚化や未婚率の増加による人口減少・少子高齢化対策として、若者が交流できる場を

提供することで地域を活性化するとともに、結婚支援につなげます。大北圏域でも連携し

て交流事業に取り組むとともに、しあわせ信州結婚支援センター等と連携し、出会いの機

会拡大や情報提供体制の充実を図ります。（総務課）

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

社会体育施設等

利用者数
延べ86,935人/年 延べ96,000人以上/年

ウイング21利用者数 延べ53,946人/年 延べ60,400人以上/年

クロスカントリー競技場

利用者数
延べ12,121人/年 延べ13,500人以上/年
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男女共同参画社会の推進

すべての住民の人権を尊重し、性差に関係なくお互い支え合う心を持ち、平等な参画機会が

確保される村づくりを目指します。また、労働条件や固定体役割を見直し、仕事と生活の調和

（ワーク・ライフ・バランス）の充実を図るために、関係機関と連携して啓発活動・意識づく

りに取り組みます。

白馬村第二次男女共同参画社会づくり計画

2013年度～2017年度（平成25年度～平成29年度）

　基本理念

～ちっちゃなことから始めよう～　会話・参加・行動から生まれる自分らしさを

生かせる社会づくり

　基本目標

・男女共同参画社会実現のための意識づくり

・男女共同参画社会実現のための社会環境づくり

女性活躍の促進

啓発・広報活動に積極的に取り組み、各行政区の役員への参画促進や村の職員の女性の

割合を高めることで、女性の活躍・社会参加を促進します。（総務課）

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

村内の若者交流

イベント開催回数
－ 1回／年

広域連携による若者交流

イベント開催回数
－ 1回／年

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

講演会の開催回数 1回／年 2回／年

白馬村役場の

女性職員の採用割合
0% 30%
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　かけがえのない山岳自然環境を守る村づくり　　　　　　　　　　　　

天恵の自然との共生

環境保全を推進するうえで、第４次総合計画の基本理念である「白馬の里にひと集い　くら

し健やか　むらごと自然公園」の考え方を踏襲し、世界に誇る山岳環境とその景観を守り受け

継ぐことが大切です。住民一人ひとりの環境保護意識の向上を促し、観光客への啓発にも取り

組むことで、美しい自然環境に囲まれた豊かな暮らしを守ります。

自然環境保護

雄大な山岳自然環境を財産として認識し、グリーンパトロール活動等を実施すること

で、白馬連山高山植物帯や八方尾根高山植物帯、親海湿原や名水百選に選ばれている姫川

源流等の貴重な自然環境を保護します。また、山小屋や平地の公共観光施設において、環

境配慮型トイレへの改修を順次進めます。（観光課・教育委員会）

自然　魅力ある自然を守る村

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

環境配慮型トイレへの改修 1か所 2か所
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自然エネルギーの利活用

地球温暖化や化石燃料の枯渇等の地球環境問題には、新エネルギーの導入が有効な対策と

なります。恵まれた本村の自然環境を今後も守り続けるため、環境への負荷が少ない循環型社

会を目指し、積極的に自然エネルギーを活用します。

クリーンエネルギー・自然エネルギーの利活用

農業用水路を活用した小水力発電、ペレットストーブの購入助成、ペレット流通システ

ム等を推進するとともに、バイオマス等の再生可能エネルギーや、雪・温泉といった地域

特有の資源の活用について研究します。また、計画的に電気自動車等の低公害公用車両を

導入します。（農政課・総務課）

　自然との生き方を受け継ぐ村づくり　　　　　　　　　　　　　　　　　

守るべきふるさとの歴史と文化の継承

先人が守り抜いた歴史や文化に誇りを持ち、暮らしの中で次世代に継承しながら地域資源

としての活用を図ります。登山・スキー・民宿といった本村の伝統を尊重し、自然と共に過ご

す豊かな暮らしを永続的に受け継ぎます。

先人が築いた有形・無形文化の継承

伝統と文化を尊重する精神を育み、村に

伝わる有形・無形の文化を継承するととも

に、国、県、村指定の文化財の保護と活用

を図ります。子どもから大人まで幅広い住

民が郷土を学ぶ機会を提供し、郷土を愛す

る気持ちを育てます。（教育委員会）

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

小水力発電量 － 140万Kwh／年

ペレットストーブ

購入補助件数
5件 累計30件

ペレット販売数量 689袋 1,200袋

低公害公用車両数 4台 6台
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登山・スキーの歴史・文化の継承

100年以上の歴史を有する山小屋やスキー

は、本村の発展の礎となりました。先人が切り

拓いた山岳の歴史・文化を次世代に継承するた

め、関係機関と連携し、子どもから高齢者まで

幅広い住民が登山やスキーなどに親しむ機会

を増やします。（教育委員会）

　美しい景観を守り育む村づくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

自然環境に調和したまちづくりの推進

白馬岳を中心とした雄大な北アルプスの山岳資産の恩恵を受け山岳観光地として発展して

きた本村にとって、世界に誇る山岳景観美を守ることは最も重要な使命です。「世界水準の滞

在型観光地」を目指す白馬村にとって、山岳景観に調和した景観形成・開発が課題となってお

り、守るべきものは守るというスタンスは基本にしながら、今後の開発のあり方を考える必要

があります。また、山岳景観の麓に広がる田園風景も守るべき貴重な資源であり、一人ひとり

が「美しい村づくり」を意識することで、住む人も訪れる人も魅了するまちづくりに努めます。

白馬村まちづくり環境色彩計画

　基本コンセプト

　　もてなしの万博理想都（リゾート）・白馬

　色彩景観のコンセプト

　　もてなしのしつらえ～景観でもてなす～

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

週1～2回スキーをする

住民の割合

小学生29.0%

中学生20.8%

 成人  8.7%

小学生33.0%

中学生24.0%

 成人 10.0%

白馬村体育協会

スキー教室参加者数
81人 90人以上
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世界水準の観光地に相応しい開発基準

国内外の資本による大規模開発等に対応するため、世界水準の観光地に相応しい開発

基準について環境審議会とともに研究します。（総務課）

美しい風景を守るための景観形成

景観形成重点地域指導基準・屋外広告物設置基準を守り、白馬村まちづくり環境色彩計

画や住民協定による景観形成を推進します。また、山岳景観に調和したまちづくりのため

電線の裏配線・埋設など無電柱化を推進します。（総務課・建設課）

空き家・廃屋対策

空き家台帳を整備し、定住促進への有効活用や除却を促すことで景観を保全します。ま

た、廃屋化した建物については、所有者による除却を促すとともに、廃屋対策事業を継続

します。（総務課）

不法投棄・野外焼却の防止

不法投棄監視パトロール等の実施により、不法投棄と野外焼却の防止を図ります。ま

た、「美しい村と快適な生活環境を守る条例」に基づき、空き缶等の投げ捨て、飼い犬等

のフンの放置、廃自動車の放置等の防止を図ります。（住民課・総務課）

63
第３章　基本計画

白馬村第５次総合計画



きれいな水と空気に囲まれる村づくり　　　　　　　　　　　　　　　　

ごみ処理広域化への対応とごみ減量化

大町市に建設される新しいごみ処理施設が平成30年度から稼働することになり、大町市・白

馬村・小谷村の1市2村のごみ処理が広域化され、現在の白馬山麓清掃センターは平成30年度中

に稼働を停止します。今後は北アルプス広域連合において策定される一般廃棄物処理基本計

画に基づいて、ごみ収集体制の整備、ごみ減量化の推進を図ります。また、ごみの減量化に向

けては、村民一人ひとりが適正なごみの分別や出し方に積極的に取り組むことも重要です。

ごみ収集・運搬体制の強化

現在、白馬山麓清掃センターへのごみの直接持込量は、全体の約半分を占めています

が、広域化後は直接の持込みが困難になるため、各地区の地区集積場を拡充・整備する必

要があります。今後は、行政区が行うごみ集積場の整備を積極的に支援し、ごみの収集体

制を強化します。また、村民が円滑かつ適切にごみを出せるような収集方法を検討し、ご

み処理がスムーズに実施できる体制を整備します。（住民課）

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

地区集積場箇所数 52 57

ごみの排出量とリサイクル率の推移

新ごみ焼却施設完成予想図（大町市源汲地区）

（ｔ） （％）
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ごみの削減と分別の徹底

ごみ処理広域化に伴い焼却ごみを減らす必要があります。そしてそのためには、焼却ご

みの約半分を占める生ごみの削減が重要となることから、今後も、家庭用生ごみ処理機の

購入に対する補助事業等により、生ごみの自家処理の普及促進を図るとともに、生ごみ処

理施設の建設について研究を進めます。（住民課）

北アルプス広域連合との連携によるリサイクルセンターの活用とリサイクル率の向上

北アルプス広域連合において新たに村内に建設されるリサイクルセンターの活用と、

ごみの分別指導の強化により、４Ｒ＊（リフューズ、リデュース、リユース、リサイクル）

を進め、リサイクル率の向上を図ります。（住民課）

*４Ｒとは…リフューズ：不要な物を買わない、リデュース：ごみを減らす、リユース：繰り返し使う、リサイクル：再資源化する

きれいで安心・安全な水環境の保全

豊かな水源を後世のために維持・保全し、住民や観光客のためにきれいでおいしい水道水を

安定的に供給することはもちろん、水の大切さに関する啓発に取り組みます。また、中長期を

見据えて計画的に施設を更新するとともに、経営財政状況を分析し、効率的な経営と事業運営

に努めます。

白馬村水道事業ビジョン　2016年度～2025年度（平成28年度～平成37年度）

　基本理念

　　自然の恵みをそのままに。おいしい白馬の水道水

　基本目標

・安全な水道－誰もが安心しておいしく水が飲める安全な白馬村の水道

・強靭な水道－本当に必要な時に常に備え、災害時を想定しどんな状況でも利

用できる強靭な水道

・水道サービスの持続－使用者の満足度と安定した経営による持続可能な水道

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

生ごみ処理機利用世帯数 150世帯 300世帯

焼却ごみの量 3,000t／年 2,900t／年

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

リサイクル率 21.7% 30.0%
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上水道の安定供給

安心・安全な水道水を安定的に供給するために、アセットマネジメント（資産管理）に

よる将来予測に基づき、水道施設更新計画を平成29年度に策定します。また、長期的な視

点から本村における適切な水道料金を研究します。（上下水道課）

水質保全

水質保全の意識啓発と、定期的な美化清掃などの保

全活動を推進して、水環境や生態系を守ります。また、

水源涵養の役割を果たし、土砂浸食などの災害を未然

に防止している自然林の保全に努めるため、関係機関

と協力・連携していきます。（上下水道課）

浄化センター長寿命化

平成30年度までの4年間を計画期間とした長寿命化計画（ストックマネジメント計画）

に基づき、更新事業を実施します。また、平成32年度からの第2期長寿命化計画の策定を

平成31年度に実施します。（上下水道課）

公営企業会計導入

国の方針である「下水道事業の公営企業会計適用」への対応を進めます。（上下水道課）

効率的なし尿処理方法の確立

現在、白馬山麓環境施設組合の処理施設「クリーンコスモ姫川」で行っているし尿処理

について、今後処理量の減少や施設の老朽化による維持費用の増加が見込まれることか

ら、より経済的で効率的な処理方法を研究し、新たなし尿処理方針を決定します。また、

浄化槽の維持管理の適正化を促進して水質汚濁の防止を図ります。（住民課）

指　　標 現状値　（Ｈ26 2014） 目標値　（Ｈ32 2020）

機械・電気設備の更新 29% 100%

し尿等処理量の推移（kl）
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白馬村計画審議会委員名簿

区　分 役職名 氏　名 備考

1 教育委員 白馬村教育委員会委員 塩島　弘之

2 教育委員 白馬村教育委員会委員 伊藤　公一 会　長

3 農業委員 白馬村農業委員会会長 松沢　正猛

4 公共的団体の役職員 白馬村民生児童委員 矢口　　緑

5 公共的団体の役職員 白馬商工会長 杉山　茂実

6 公共的団体の役職員 白馬村体育協会会長 山岸　　忠 副会長

7
公共的団体の役職員 区長会会長 山岸　弘明 ～H28.3.31

公共的団体の役職員 区長会会長 平塚　茂雄 H28.4.1～

8
公共的団体の役職員 白馬村消防団団長 横山　義彦 ～H28.3.31

公共的団体の役職員 白馬村消防団団長 丸山　義行 H28.4.1～

9 学識経験者 まちづくり白馬友の会会長 松澤　悳也

10 学識経験者 神城婦人会会長 田中みつる

11 学識経験者 北城婦人会会長 眞島　宣子

12 学識経験者 白馬村スキークラブ会長 太谷　陽一

13
学識経験者 白馬村シニアクラブ会長 吉澤　豪俊 ～H28.3.31

学識経験者 白馬村シニアクラブ会長 下川　辰男 H28.4.1～

14 学識経験者 大北農協白馬支所長 内川　武文

15 学識経験者 白馬村索道事業者協議会会長 駒谷　嘉宏

16
学識経験者 白馬村観光局長 北村　興二 ～H28.5.31

学識経験者 白馬村観光局事務局長 福島洋次郎 H28.6.1～

17 学識経験者 白馬村ボランティア連絡協議会会長 太田　洋子

18
学識経験者 特別養護老人ホーム白嶺所長 南沢　裕子 ～H28.3.31

学識経験者 特別養護老人ホーム白嶺所長 竹本登美子 H28.4.1～

19 学識経験者 白馬村金融団幹事長野銀行白馬支店長 宮島　賢次

20 学識経験者 白馬村建設業組合長 塩島　　正

21 学識経験者 観光地経営計画委員 ケビン モラード

22 一般公募 公募委員 宮脇　哲也

23 一般公募 公募委員 藤田　直子

24 一般公募 公募委員 冨山　正明

25 一般公募 公募委員 髙田　愛史
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